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6製 鋼 企 業 の 変 化
前編 では,主 に高炉企業 や錬鉄企業 について分 析 し,統 合 の程度 や企業 に よる複数工場所 有 の程
度 な どを検 討 した。合 せて,1885年の製鋼企 業 も分析 し,ま た第 一次大戦 までの平炉企業 の変化 も
取 りあげた。 ここでは,前 節 におけ る平炉企 業の分析 を受 けて,転 炉企業 も含 め,別 の角度 か ら製
鋼企 業 を分 析 してい くことにす る。 また数 値の出所はで きる限 りMineralStatistics,RePortOf
theBritishIronTradeAssociationとい う基 本資料 に依 拠す る ことに したい。
6.1企 業数 の変 化
イギ リスの製鋼企 業,製 鋼 所,製 鋼炉は どれ くらい存在 していたの だろ うか。 この基 本的な数値
を確 認 してお こう。 まず最初 に転 炉部門 を取 りあげ る。1889年に214万 トンの最 大の生産 量 をあげ
た転炉 によ る鋼生産 は,そ の後 一転 して減少 してい くことにな る。 その こともあ って,転 炉 に関す
る数値 を得 ることは意外 なほ ど容易 では ない。 しか し,転 炉 による生産 が本格的 に開始 され始 めた
1860年代後半 か ら,1880年代 にかけては あ る程度 のデー タを得 ることがで き,し か もその時期 が
転炉 に とって最 も重要な時期 と も言 えるので,第 ・一次大戦前 のお お よその動 向は把 握す るこ とがで
きる。
MineralStatisticsやRePortOftheBritishIronTradeAssociationなどを基 に作成 したの
が,表13で あ る。おそ ら く転炉 に関す る最初 の統計 と思われ る1869年を見 ると.,その年 の イギ リ
スには16の企業,17の 製鋼所,57基 の転炉 があ った(す べ て酸性転炉)。 つ ま り,一 つの企 業が
一一つの製鋼所 を持 ち,1社 当 りの転炉数 も約3.5基と小規模 であ った ことが判 る。1社 が1工 場 を
持 ち,転 炉数 が3基 強 とい うこの傾 向は以後 も大 き く変化 す ることは なか った。 すなわち,1社 が
い くつか の工場 を持 つ複数 工場企業は ほ とん ど誕生 しなか ったので ある。 しか し1基 当 りの炉容量
は およそ4ト ンと比較的小 さな ものか ら1886年には約8ト ンとほぼ倍増 した。 一方,:鋼生産 の発
展 と共 に転炉企 業数 も増大 し,塩 基性転炉企業 も入 れ ると1885年に,そ の数は.31社にな った。 ま
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た転 炉 も127に増加 した。お そ ら くこの数字 が転炉数 の最高 であろ う。転炉は 以後,減 少 し始 め,
それに伴 って,転 炉企 業数 も減少 して行 った と推測 で きる。1915年の97は戦時期 とい うこと もあ
り,例 外的 と考 え られ るので,1900年代 か ら第 一次大 戦期にかけては60・V70前後 の転炉が あ った
と思われ る。一方,80年代初 めに登場 した塩基性転炉 は,企 業数 で見 て も,転 炉数 で見て も,マ イ
ナーな存在 であ った。酸性転炉 と比 較 して,大 体4分 の1弱 の企 業数 転炉数であ った。だ が,時
代 が下 るにつれて,塩 基性転炉 の割 合が増加 してい ることが注 目される(約3対1)。
表14は,rイ ギ リス製鉄業連合会 の報告 書』(RePortoftheBritishIronTradeAssociation)
に基 づいて作成 した表 であ り,1882年までの製鋼所数 と転炉数 を逐年 に掲載 して いる。 した が って
この期間 に関 しては,表13よ り詳 しいデー タを与 える ことにな り,そ れを補 足す る ことが できる。
但 し,MineralStatistiCSとRePortOftheBritishIronTradeAssociationの数:値:は微妙 に食
い違 ってい ることに注 意す る必 要があ る。 しか し,そ の相違は トレン ドを変 えるほ どではな い。
次に,平 炉 企業 の変化 を見 ると,1880年には28企 業,28製鋼所,130の平炉 があ った。1企 業
・1製鋼 所 当 り,4,6の平炉 数 とな る。 イギ リス鉄鋼 業 が転炉か ら平炉 にシフ トして行 く傾 向 を反
映 して,1885年には45企業,210平炉 へ と増加 してい る。 その後 も,平 炉企業 の増大 は続 き,平
炉鋳鋼企 業 を除 く,平 炉鋼 塊企 業の数 は1911年には73に 達 した。 ところで1903年の平炉鋼塊企
表14転 炉 企 業
firmsworksaworksbconverters
18681857「
18691859
18701971
18711989
1872'1991
187321105
1187421106
187522107
187624110
187725114
187826107
18792424(19)27101
18802525(23)28108(78)
18812527(24)30109(82)
18822527(25)30104(80)
Sources=RePortOfBritiskIronTradeAssociation.
a建 設 中の工場 を含 まない。b建 設中 の工 場を含 む。
()は 稼動工場お よび稼動転炉を示 す。
資料 の数値が食:い違 っている場合には,後 年の資料の数値 を
採用 した。
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他方,平 炉企業 も転 炉企業 と同 じ く,1社 当 り1製 鋼所 とい うのが常 態 であ った・20世紀 に入 っ
てか らは,1企 業 が2っ の製鋼所 を持 った り,中 には3つ の製鋼所 を もつ例 も出て くるが・ それで
も1社 当 りの平均 を取 れば,1、1工場 に過 ぎな い(1911年)。1社当 りの平炉数は1879年には4・9
基 であ った。 、10年後 の1889年には4。7基とほぼ横這 であるが,1903年には6・2基,1911年にe:
6.8基と増 大 してい る。 それ故,90年 代 か ら1900年代 にか けて1社 当 り平炉 数は漸増 した と言 え
よ う。
ところで,イ ギ リスでは酸性平炉 が有 力で あ った といわれて い る。確 かに酸性 平炉優 位は動 かな
い ところだが,塩 茶性 平炉企業 も1911年には,酸 性平 炉企業 の59に対 して35・酸性 平炉数363に
対 して塩基性136と,両 者 の差 は縮 ま ってい る。 この ことか らイギ リスで も塩 基性 平炉 が着 実 に発
展 してい た ことが判 る。
6.2地域 別生産量
次 に,こ れ まで全 く取 りあげて こなか った地域 別 の生産量統計 をと りあげ る。銑 鉄に関 しては ミ
ッチ ェル&デ ィー ンの著作が詳細な地域別統計 を掲 げてい るので,容 易 にそれ を知 る ことができ る。
しか し鋼 に関 しては,ミ ッチ ェル&デ ィー ンの著書 はその数値 を全 く挙 げて いな い。 したが って地
域 別鋼 生産 の数値 を見てお くことは有意義 であ る。
さて,地 域 別転炉鋼 の数値 は,1878年か ら知 ることが できる(表16参 照)。転炉鋼生 産 の ピー ク
の翌年で ある1890年には,最 大 の転炉鋼生産地域 は南 ウ ェール ズで59万2,000トンを生産 してい
た。 この時 の南 ウェール ズでは全 量が酬 生転炉鋼 であ った。次 いで イギ リス北東 部の ク リ≒ ヴラン
ドが43万 トンを生産 し,ま た同地 では転炉鋼 の半分 以上 が塩基性 であ った。 イギ リス全体 の塩基
性転炉鋼 の約7割 がク リー ヴラン ドで生産 されて いたのである。 この他,カ ンバー ラン ド,シ ェフ
ィール ドが主要な生産 地域 であ った。 囚に,同 年 の塩基 性銅50万 トンの内,転 炉鋼 が40万 トン,
平炉鋼 が10万 トンであ った。
1904年には,塩 基性転炉鋼 の生産 は増加 したが,酸 性鋼 の生産 がそれ以上に減少 した ために,転
炉鋼全体 の生産 量は180万 トンへ と低下 した。 また1890年と比べ て,主 要な生産地域 は変化 して
いない。 以上 の傾 向は,塩 基ll生転炉 鋼の生産 が減少 している ことを除 くと,第 一次大戦 前の1912
年 に も基 本的 には同様 であ る。
一 :一4方,地 域 別平炉鋼 の生産量 は,1879年か ら確認 できる(表17参 照)。1890年の主要 な生産 地
域 は ズコ ・ トラ,ンド(50万トン),ウ ・一ル ズ(30万 トン),北 東部(50万 トン)の3地 域 であ っ
た6'これ ら3地 域が:重要な平炉鋼生産地域 とい う構造 は第 一次大戦前 の1912年にな って も」 ウ ェ
イ トに違 いは あるが,全 く変化 はな か った(北 東部160万 トン,ウ ェール ズ140万トン,ス コ ッ ト
ラン ド100万トン)。他方,当 時酸性平炉鋼 に比べて,塩 基性平炉鋼 の生産 は取 るに足 らない水 準
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表17地 域 別 平 炉 鋼 生 産
単位:千 トン
ScotlandWalesShe缶eldNorth-EastNorth・WestSta鉦o誓d.OtherTotal
18795085211153175
188085116243204251
1881166102346246338
188221313042634.124き6
188322213640101236456
188421415143161041475
1885241,17348762621584
1886245195401242368694
1887334226592486746981
18884432758235375661,293`
1889440 .2ン婁3122437117711,429(72)
1890485(3)1282(30)135(10)470(10)'128(18)64(30)i,564〈101)
1896586403172869.1421462,3=L8(172)
1897・8134161908951201702,602(208)
18989483212119961521782,807(216)
18999404602301,0401671933,030(295)
19009635512571,0031572243,156(293)
1901950739303930 .1582113,290、(351)
19021,0136871608311712213,083〈407)
19039057162258951632213,124.(511)
19041,092(105),647(114)239(64)914(165)146(35)207(178)3,245(662)
19081,0299893591979461珍3,817(1,238)
19091,0319864061,1705554,148(1,385)
19101,2029984511,3751783914,595(1,579)
19111,2571,0395141,5971934005,000(1,869)
19121,0471,3585891,5952554305,274(1,908)
Sources:1879-1890,1901-1904:Reportoゾ隔BritishIronTradeAssociation;1896-1900:IronaitdCoal
TradesReview(但し,直 接 の デ ー タはICTRに 依 拠 した徳 江論 文 か ら);1908-1912・:1～ePortOfthe
DePart〃tentalCommitteeAPPointedbytheBoardOfTradetoConsiderthePositionofthelron
andSteelTra4esAf7ertheVVar(Cd.9071,1918),p.55.Mitche1裏(1971),pp.136-137.
1.この年 以降,Leedsを 含 む 。2こ の年 以 降,OtherAreaを 含 む 。
()は 塩 基 性平 炉 鋼。 内数 。
であ った。 ところが1904年にな る と,塩 基性平炉鋼 は酸 性平炉鋼 のお よそ4分 の1に 増加 した。
と りわけ,北 東部や・ス タ ッフ ォー ドシャー で伸 びを見せた。 この点 が酸性平 炉鋼や平 炉鋼全体 と異
な る点 であ る。 しか も,平 炉鋼全体 の酸性 と塩基性 との比率は塩基性平炉 の増大に よ って3対2と
かな り接近 す ることにな った。
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6.3地域別炉数
引き続いて地域別の炉数を見ておこう。地域別に見た転炉の数は,地域別の生産量とほぼ同じ傾
　
向 を示 してい る。80年代 にはな お増加傾 向に あ った転炉数 は1891年に118基を数 えた後,次 第 に
減少 し,1904年には70基,稼 動 転炉数 では約50基に減 って しまう。 しか しなが ら地域的構成 には
変化 が見 られない(表18参 照)。シ ェフ ィール ド,北西部,南 ウ ェー ル ズの3地 域 に次 いで,北 東
部 が 多 くの転炉 を擁 す る地域 とな っていた。 これ ら4地 域 は20世紀 にな って も依 然 と して主 要な
地域 であ った。 この傾 向は酸 性転 炉,塩 基性転炉双 方 に共通 す る。 ちな みに塩基性転 炉 を見 ると,
1890年の転炉114基の内,塩 基性転 炉は31基 あ った。 したが って酸1生転炉 は83基 とな り,3分 の
2以上 は酸性転炉 であ った ことが判 る。 この後,塩 基性転炉 はやや増加 して行 った と推測 でき るが,
地域別 の統計 はない。地域的 には,北 東 部が最 も多 く,次 い で 「他地域」 の中の ラ ンカ シャーが こ
れ に次 ぐ。他面 で,転 炉 の数は減少 して行 った が,1基 当 りの年生産量 は1880年の11,600トンか
ら1890年には24・400トン,1904年には35,300トンと3倍 以上 の増加 を見た。 年生産 量:と考 え合
せ ると,転 炉 は1日 に6～8回 転 していた ことが判 る。
一i方・平炉は1879年の統計か ら把握 す ることがで きる(表19参 照)。1879年には平炉 のお よそ
表18地 域 別 転 炉 数(既 設)
S.WalesNorth-EastShe缶eldNorth-WestOthersTota1
188021(2)16(4)32(6)31(10)4(2)104*(24)
188828(7)18(2)28(12)35(14.5)14(0)123(35. )
189026(6)18(4)26(11)33(10.5)11(0)114(31.5)
[010461131(8)Thomas]
189126(9.5)18(7)22(8)29(13)23(11)118(48.5)
189225(9%)18(8%)25(10)25(12)15(5)108(44.9)
189327(12)17(7.1)24(6)26(13)11(2)]05(40.1)
189427(13)16(5)22(6)25(12)11(5)101(41)
189527(13)16(6.9)22(6)25(14)11(4)101(43.9)
1896
189721(2)14(2.2)20(4)17(4)10(0)82(12.2)
190418(8)14(6)16(4)12(1.5)10(0)70(19 .5)
Sources:1880-90,1904:ReクortofBritishlronTradeAssociation;1891_1897:IronandCoal
TradesReview(但し,直 接 の デ ー タはICTRに 依 拠 した 徳 江 論 文 か ら)。
[]は トマ'ス転 炉数(内 数)。()は 遊 休 炉数 。
*Mine「alStatisticsでは
,114。
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表19地 域 別 平 炉 数(既 設)
ScotlandWalesShe伍eldNorth・EastNorth-WestStaf.&cTota1稼 動
18791648155126102
18803649195146'129(99)
18815054 ,22'3156150(116)
18825757264175166'(140)
18835958286177-175(153)
188457542712178175(133)
188569馳6929132312215(166)
1886676636302223244(187)
188767.6237432230261・(222.5)
'1888785341632825288(230
.5)
1889855338643120291(247.6)
189093[1].64[6]'40[2]72[0]36[5]24[13]329(262>ぼ)[27]
1897100105357
1898113111378'
1899438
1900115 .'115450(370) .
1901133 .'116482(380・7)
1903137107.761173837512(370)[95]
1903*1331二17]107[16]71【9]107[21]34[7]33[24】485【94]
1904137(90%)101(62)76(54)123(86。3)37(24%)36(27.5)510(345・2)
1911134124871204038543(430)[136]
1911*121[ll]115[41]77[14]111[36]35[8]32126]499*[136]
Sources:1879-90,1904:Reportof、BritishlronTradeAssociation;1897-1911:1ronandCoalTrades
、Revieω(但 し,1897-1901はICTRに依 拠 した徳 江 論 文 か ら)。
()は 稼動 炉 を示 す。*generalcast童ngs企業所 有 の平 炉 を除 い た場 合 。[】=塩 基 性 平 炉。
半数 をウ ェール ズが占めていた。 だが,ス コ ッ トラン ドや北東部 において平炉生産 が拡 大 し,1890
年 の平炉数 は スコ ッ トラ.ンドが最 も多 く,次 いで北東部,ウ ェール ズの順にな った。平 炉は時代 が
下 るにつれて増 え続 けたが,上記 の3地 域 が主 要な生産地域 である傾 向は変わ らなか った。1911年
には,平 炉製鋼企 業が保有 す る平炉数は499を数 えた。 このよ うに,平 炉は第 一一次大戦前 まで一一i貫
して増加基調 にあ っ.た。他方 で,塩 基性 平炉は1890年には27基 を数 えるに過 ぎなか ったが,以 後 ・
次第 に増加 し,1903年には94基,1911年には136基と.:大幅 に増加 した。 そ して1900年には全平
炉 の3分 の1を 占め るに至 った・詰 ま り・塩 基性平炉鋼 の生産 が増加 したの と同様 に・塩 基性平炉
数 自体 も増大 した。 加 えて,平 炉 の1基 当 り年生産 量は1880年には2,5GOトンであ った もの が,
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1890年に は6・000トン・1901年8,700トン,1904年9,400トン,1911年12,700トンと5倍 ほ ど
増 大 した ・ また1903年,1911年 の1基 当 りの能 力は それ ぞ れ 平 均 して30ト ン,35ト ン程 度 と推
測 され るの で,平 炉 は1日 当 り1～1.5回 転 ほ ど しか動 い て い な い こ とにな る。
6.4平 炉 ・転 炉の集 中度
最後 に,平 炉お よび転炉 の企業別集 中度 を見 てお こう(表20参 照)。前 に も述 べた よ うに,転 炉
の統計は不 十分で,特 に企業;別統計 は不備 であ る。 そこで,お そ ら く最 も遅 い時期 と思わ れる1885
年 を取 りあげ ると,炉 数 で見て最大5社 の集 中度 は35パ ーセ ン ト,10祉の集 中度は53パL;一セ ン ト
とな る。 以後 の企業 別集 中皮(第 …次大戦 まで)は 管 見す る限 りでは,得 られない。
表20平 炉 ・転 炉 の 集 中 度
炉数 能力
5社10社 全 体5祉10社 全 体
188544%63%n.a.n.a.n .a.
(93)(132)(210)
.190322%35%30%43%
(115)(178)(485)(4200)(6000)(14000)
191124%39%28% .43%
(122)(196)(499)(5000)(7700)(18000)
188535%53%n.a.n,a.n.a .
(44)(67)(127)
M典:1885=MineralStatistics;1903,1911:IronandCoalTradesReview.
そ の他 の 単位:基,ト ン。上 位5社,10社 の数 値。 下 段 の1885年 は転 炉 ,
そ れ以 外 は平 炉ポ
これに対 して・平炉部 門では も う少 し統 計が得・や すい。1885年,1903年,1911年の3カ 年の統
計が得 られる・1885年の最大5社 の集 中度 は44パ ーセ ン ト,10社の集 中度 は63パ ーセ ン トで,
転 炉 よ りは高い・ ところが1903年にな ると,5社 の集 中度は22パ ー セ ン トへ,10社の集 中度 は35
パ ーセ ン トへ と低下 す る。 この事態 は,平 炉部 門 がこの期間は未 だ拡 大途上 に あ り,参 入 企業 も多
く・ それ故最大5社 ・10社の集 中度 が下 が った と解釈 で きる。 他 方,1911年になう と,最 大5社,
10社の集 中度 は24パー セ ン ト,39パー セ ン トと僅 かなが ら上昇す る。 これは平炉部門 において も
徐 々にではあ るが集中の動 きが出て きた と理 解 できる。言 い換 えれば,産 業全体 の成 長速度 よ り上
位企業へ の生産設備 の集 中傾 向が大 きか った とい うことを意味 している。**
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6.5平 炉 規'模
平炉 の規模別分 布は表21が 示 してい る。 平炉 の規 模に関 して,確 かな統 計が得 られ るのは1903
年 か らであ る。 それ以前は 当然 なが ら,か な り小規模 の平炉が大半 であ った と思わ れ る。1903年時
点では,平 炉の規模は2b～40ト ンク ラス,特 に,20～30ト ン程度 の平:炉が 中心で あ った・ この
クラスの平 炉が516基中229基と,半 ば近 くを占めていた。但 しこの平炉 の規模別分類 あ 塩基性
平炉 と酸性平炉 を区別 してお らず,一 般的 には塩基性平炉 の方 が大規模 であ ると考 え られ る。8年
後 の1911年にな る と,平 炉 はやや大 型 にな り,な お20')30トン規模 の平炉 が最 も多 いが・40～
50トンの規模 の平炉 もかな り増 大 し,20ト ンか ら50hン クラスの平炉が中心 とな った。今 一つ重
要な変化 は,傾 注 式平炉(tiltingfurnace)であ る トー ルポ ッ ト(Talbot)炉が導入 され・100ト
ンを越 えるよ うな大型炉が作 られ るよ うにな った ことであ る。 これ らの トー ル ポ ッ ト炉 はほ とん ど
すべて塩 基性 平炉 であ り,中 には200Fン を超 える能 力を持つ トール ポッ ト炉 もあ った。但 し,通
常 の固定式平炉 と能 力比較 をす る場合 には,ト ール ポ ッ ト炉 は2分 の1か ・2・5分の1で 換 算 しな
表21平 炉 規 模
トン,基 数,%
ton1903191119121913
翻 。 郵:1%麗:1%}・ ・5・%}397・%
10to205811.25510.191。771.3
20to3022944.414126.013225.08415.4
30to4011822.913023.913425.414927.3
40to50一 一10319.011722.211521.1
50andover・6412.47213.31D519.915227.8
」50t
o60一 一427.7397.47814.3
60to70一 一一 一40.1356.6458.2
70to80一 ・一一 一132.4122.391.6
80to90一 一 一20.061.161.1
90to100一 一一一・ 一 〇 〇.000.000.0
100andover一 一11*2.0132.5142,6
tota1516100.0 .543100.0528**100.054610Q・0
S。urces:1903,1911:lr・nandCoalTradesRevieω;1912=Statistics⑰∫ 功2∬ronandSteetlndustries
ノわ2・1923;1913:CommitteeonIndustryandTrade,SurveyofMetalTndustries(1928)・P・24・
*す べ てTa重bot炉 。
**``capacitynotstated"の8基 を 加 え ,合 計 は536基 。
1912年,1913年 に 関 し て,10to20はOver10andUnder20を 意 味 す る 。1903年,1911年 に 関
し て は:不明 。
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ければな らない。 以Eの デー タはlron&CoalTradesReviewから計 算 したi数値 であ るが・ 他
のデー タによ ると,1912年,1913年には1911年と比較 して飛 躍的 に平 炉規模 が拡大 してい ること
にな る。 と りわけ,50トン以上の平 炉の拡 大が著 しい。実際 にわずか2年 足 らずの問 に平 炉規模 が
急拡大 した可能性 も否定 はできな いが,基 とす るデー タの違 いに起 因 して いる可能性 もあ る。 また
100トン以上の炉はあ まり増 加 していない(ほ とん ど全 て トール ポ ッ ト炉 と考 えられ る)。
7小 括
本小稿 の狙 いは,で き うる限 りMineralStatistiCS,RePortOf.BritishlronTradeAssociation
な どの基本資料 に基 づ きなが らイギ リス鉄鋼業 の基 本的統計数値 を明 らか にす ることであ った。 そ
れ によ って いささか で もイギ リス鉄鋼業 を数量的に捉 えることを意図 していた。 また ミッチ ェル&
デ ィー ンの著作 によ って容易 に得 られ る数値は除外 する ことも一つの方針 であ った。 その意味 で鉄
鋼業 に関 し ミッチ ェル&デ ィー ンの著作 を補 完す ることに もな ろ う。最初 は 単に数値 だけを掲載 す
ることも考 えたのであ るが,表 か ら読 み取 れ る簡 単な解 説 を載せ た。 その結 果 を もう一度繰 り返 す
には及ばな いであろ う。ただ全体の傾 陶について述 べれば,こ の小稿 の表 か ら得 られた結論 は従来
の イギ リス鉄鋼 業の イメー ジをそれほ ど揺 り動 かす ものではな いが,中 には平炉企業 の系譜 の よ う
な,通 説の イメー ジを修正す るよ う:な発 見 もあ る。
参 考 文 献
B.R.Mitchell&P.Deane,AbstractofBPtitishIlistoγicatStatistics(Cambridge,1962)
CommitteeonIndustryandTrade(BalforeCommittee),SurveyげMetalIndustries(1928)
徳 江 和雄 印 ヒ紀 転 換 期 の イ ギ リス に お け る造 船 業 と平 炉 鋼 生 産 一 景 気 循 環 と独 占形 成 一(1)・(2),
(3)」(『一・橋 論 叢 』67巻3号,6号,68巻4号,1972年),326,328,804,372頁 。
同 「第 ・一次 大 戦 前,イ ギ リス転 炉 鋼 部 門 の 景気 循 環 過程 にお け るr生 塵 の 集 積 』 とr独 占の
形 成 』」(『土 地 制 度 史学 』59号,1973年),.20頁。
註*表18の1880年 の 「他地域」の転 炉数は,盤 産量か ら推測 して,お そら く14の誤記 と思われる・ し牟が
ってMineralStatistics,の114が正 しい数値 と判断 できる。
**し か し,能 力 については必ず しもそ うではない。 したが って全体 としては,1903年か ら1911年にかけて
集中度は横這 と'言える。
補注1(表10へ の補足)
1911年はingot企業 とcasting企業がICTRで 区別 されてい るので,鋼 堺企業を鋳鋼企業か ら分離
することができる。 しか し1903年は両者が区別され てお らず,し か も鋳鋼企業 を含んでいる ことは ほ ぼ
確 実 と思われ るので,鋼 塊平炉企業 だけの正確 な数値 を得 ることは不可能であ る・ ただ し1911年の鋳鋼企
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業 を1903年の平炉企業の中か らチ ェックす ると15社が ピックア ップされ,鋼 塊企業78社,鋳 鋼企業14
社 とい う数字が得 られ る。1911年の場合は鋼塊企 業73社,鋳 鋼企業28社 とな る。 また1885年の場合は
鋼塊 と鋳鋼が区別 されていないが,鋳 鋼企業は存在 していなか った と推測 され るので,表 の数値 を銅坑企
業のそれ と見なす ことができる。
補注2(表10へ の補 足)
表12に おけ る稼 動企業,'稼動平炉な どを示 せば,次 のよ うにな る。
(稼動)企 業数 工場数 平炉 数1社 当 り平炉数
金岡塊64723966.2
豊春金園2626341.3
補注3(前 編185頁最終段落 への補.足)
但 し,企業数101社は鋳鋼企業 も含 んでお り,それを除 いた鋼塊企業 のみ を考慮 すると,鋼 塊企 業73祉
の約半数(37・～38社)は 錬鉄企業か らの転身 と見なす こともで きる。
